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プラスチック分別収集・再資源化モデル事業中間報告

（１）事業の趣旨
プラスチック資源の収集量や組成等を把握し、分別・排出及び収集運搬の方法等について
検討する。

（２）実施地区（２地区）
・中央区仁戸名町松ケ丘小学校区 配布対象724世帯
・美浜区幸町1丁目千葉ガーデンタウン 配布対象1,343世帯

（３）実施期間
令和６年８月から１２月までの５か月間

（４）実施方法等
①分別対象 プラスチック資源（P３参照）
②排出方法 モデル事業用袋で、決められた曜日（週1回）に、ごみステーションへ排出
③収集運搬 プレスパッカー車による委託回収
④再商品化 固形燃料化

１ モデル事業の概要
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２ 収集量等の推移
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収集総重量の推移

仁戸名町松ケ丘小学校区

幸町１丁目千葉ガーデンタウン

(kg/回)

累計量 11,364㎏
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世帯原単位の推移

仁戸名世帯原単位

ガーデンタウン世帯原単位

(g/世帯/日)

加重平均41.4g/世帯
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モデル事業における
分別対象物

排出されたプラスチック資源
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（１）主な成果

①100％プラスチックを対象とし、週１回収集とする実施方法は、概ね受け入れていただいている。

②プラスチック資源の分別排出について、ごみステーションの管理上、大きな支障が生じていなことを確認した。

③パッカー車による収集運搬や収集作業は、他のごみと同様に対応できることを確認した。

④組成分析結果等から、年間収集量とプラスチック資源の内訳（容器包装と製品）の比率を推定した。

３ モデル事業の成果と分別排出ルールの改善

容器包装プラ

85%

製品プラ

13%

不適物

2%

組成分析によるプラスチック資源の組成(重量ベース)

モデル事業における収集作業 プラスチック資源の組成分析
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②水ですすぎづらい品目

 ・油のボトルや油ものが入っていた容器

 ・クリーム状のものが入っていたパウチ

 ・シャンプー等の詰め替え用品のパック

 ・ドレッシングのボトル

 ・総菜に付いてくる醤油小袋

 ・薬の袋 など

［ご意見］

・資源とごみを効率的に分けるシンプルなルールがよい。

・曖昧な部分が減ればもっと分別できる。

・水道料金や水資源の無駄、手間も考慮すべき。

・厳しすぎず、楽しく分別できることが大切である。

（２）アンケート結果

③分別後の対応

 ・シール等が付着していてとれない。

 ・すすいだ後、乾かすのか。

 ・食品トレーはトレーにリサイクルしたい。

 ・リサイクルに支障がないか気になる。

①プラスチック製かどうか判断しづらいもの

 ・おもちゃ

 ・ヨーグルトのフタ

 ・インクが残っているボールペンの芯

 ・スポンジ、クッション

 ・プラマークのないビニール袋 など

本格実施する場合、「必ず協力」「できる範囲

で協力」を合わせると、97％

プラスチック一括排出については、「一緒に排出

できる方がよい」が88％

収集回数のひん度は「週１回のままでよい」が

73％

一方で、改善すべき点についてのご意見あり
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（３）改善の考え方

合理的かつわかりやすいルールにより、市民の協力を得やすくし、資源物の量の確保と質を向上させる。

①再検討する分別対象物

・製品プラスチックのうち、不適物となる可能性の高いおもちゃ

・レトルト、パウチだけでなく、油のボトルやシャンプー等の詰め替えパック、小袋など、すすぎづらいもの

※早見表は好評であり、図や写真も活用して、より一層わかりやすいごみ出し一覧表等を作成

ごみ組成分析

資源とごみと区分することで
効率的な分別作業になり協
力しやすくなる。

早見表
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②すすぎの仕方

・未洗浄や汚れがとりきれていないものもあることから、すすぐ作業の重要性やきれいにするレベル＊ついて

 わかりやすく伝える必要がある。

 ＊汚れがついたままだと、「きれいなプラスチックまで汚れる」という伝え方などを検討

・水資源の節約、手間等も考慮して、すすぐ対象を明確化

 ＊中身は取り除いて、「さっとすすぐ」を強調

③ごみステーション管理

・プラスチック資源は比重が小さく風による影響を受けるため、飛散防止対策が必要

・併せて、カラス被害の可能性についても検討

モデル地区のごみステーション

品質向上により、排出後の収集運搬の効率化につ
ながり、再商品化がしやすくなる。

未洗浄・汚れた容器(ごみ組成分析)

折り畳み式ごみネット
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